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正伯が事前に用意させておいた薬草採取の

籠です。寸法や構造が記してあります。 
「公儀事控」（毛利家文庫 41公儀事 7（37 の 11）） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

採薬使として全国を周り、自ら管理する薬園
で薬草を育てていた正伯は、全国の動植物を調
査するため、産物帳の編纂を各藩に命じます。
残念ながら産物帳の原本は残っておらず、編纂
の動機もはっきりと分っていませんが、採薬使とし
て全国を巡った豊富な経験と関連があると考えら
れています。 

「長門産物之内江戸被差登候地下図正控」 
（毛利家文庫 34産業 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬草採取用の籠の図 

産物帳の編纂 
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「陶村南原砂留凡五ヶ年限ニテ仕調略図」（松永家文書〔山口市〕55） 医学あれこれ③ 
 

 

松永周甫（まつながしゅうほ、1816～
1886）は、幕末～明治期に活躍し
た医師です。本草学を学び、みずから
薬草園を開いたことで有名です。その
足跡は、ご子孫から当館へ寄贈され
た「松永家文書」で跡づけることができ
ます。 

〔医師としての経歴〕 
周甫は、文化 13 年（1816）萩に

生まれました。天保 8 年（1837）長
崎に遊学して叔父吉永省吾に医学を
学び、のちには萩藩医馬屋原大庵、大
坂の吉益掃部にも教えを請い、天保
10 年（1839、一説 11 年）、吉敷郡
名田島西開作（現山口市）で医師とし
ての活動を始めました。弘化 2 年
（1845）、氷上山真光院（現興隆寺）
の家来医（寺医）となり、さらに慶応 2
年（1866）、萩藩から一代藩医に取
り立てられ、本草生育方頭取となってい
ます。 

〔薬草園開墾と砂防工事のさきがけ〕 
周甫は、嘉永年間、諸国を巡って本

草学を学び、帰国後の嘉永 6 年
（1853）、吉敷郡鋳銭司村南原（現
山口市）に薬草園を開きました。薬草
木 586種が植えられたといいます。 

ところが同地は、禿山に囲まれ土砂
流入のはげしい所でした。そこで周甫は
薬園維持のため、自費を投じ大規模な
砂防工事を続けました。これは「山口県
砂防工事の初め」と評され、砂防関係
者にも注目されています。 

 

*薬園跡は、山口市の史跡及び天然記
念物「松永周甫薬園跡と遺存植物」に
指定されています（昭和 40 年指定）。 

〔シーボルトとの関わり〕 
周甫は、万延元年（1860）春、２

度目の来日中であったシーボルトの求め
に応じ、薬草の標本を贈りました。シー
ボルトからは礼状とお礼の外療鍼（小
刀）が送られました。周甫がこの礼状の
翻訳を藩に依頼した文書と、礼状の訳
文が現存しています。残念ながら礼状
の原本は残されていません。 

〔種痘医としての活動〕       
文久元年(1861)、周甫は藩の医

学館で種痘技術を伝授され、種痘医と
して活動しました。地元に帰った周甫が
台道村庄屋に宛て、命を守るためぜひ
種痘を受けるよう促した書状が残ってい
ます（当館蔵内田家文書）。 
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松永周甫肖像画 
（県立山口博物館蔵・部分） 
 

 
松永周甫顕彰碑 

周甫没後、彼の功績をたたえる
顕彰碑が建立されました（碑文は
明治 20年〔1887〕）。 

 

本草医松永周甫と松永家文書 
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「陶村南原砂留凡五ヶ年限ニテ仕調略図」*松永家文書 55 

薬園維持のための砂防工事（「砂留」）の概要を示した絵図です。 
「土手」や「水吐口」などの配置がよくわかります。 

「南原薬園植付物覚」 文久 3年（1863）*松永家文書 20 

周甫が、小郡代官所の役人へ提出した文書です。当時薬園で栽培
されていた 50種の薬草木が書き上げられています。 

「引痘伝授証」  文久元年（1861）ヵ *松永家文書 22 

周甫が種痘技術を習得したことを証明する藩医学館（好生
堂）の証書です。当時周甫は、真光院（興隆寺）の家来
医（寺医）という立場でした。 

「申上候事」  万延元年（1860）*松永家文書 19 

シーボルトから周甫に送られた礼状はオランダ語で書かれてお
り「一向相分かり申さず」という状況でした。周甫が藩にその翻
訳（「和解」）を依頼したのがこの文書です。 
 

「シーボルト書翰和解」 万延元年（1860）*松永家文書 19 

シーボルト礼状の翻訳文です。贈った標本は腐朽していたため、
今度はよく乾燥したものを送って欲しいとあります。 
 

「引痘方松永周甫書状」 文久元年ヵ *内田家文書 227 

周甫が台道村（現防府市）の庄屋に宛て、村人に種痘を受けさ
せるよう強く勧めている書状です。彼の種痘医としての活動をうかが
わせるものです。 
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「ヒポクラテス写真」（小田家文書（山口市吉敷）194） 医学あれこれ④ 

 

 

 
古代ギリシャでは、紀元前 5 世紀

頃から市民による直接民主政の下で、
演劇・建築・哲学・数学・医学などが
発達しました。 
「ヒポクラテスの誓い」（医者の倫

理・任務などについての、ギリシャ神へ
の宣誓文。裏面参照）で知られるヒ
ポクラテスは紀元前 4 世紀頃の古代
ギリシャの医者です。医学を原始的な
迷信や呪術から切り離し、臨床と観
察を重んじる経験科学へと発展させ
たとされ、後の西洋医学に大きな影
響を与えたことから、「医学の父」「医
聖」「疫学の祖」などと呼ばれて象徴
的な存在となりました。 
日本でも、江戸時代の蘭方医たち

の努力によって西洋医学が導入され
ると、ヒポクラテスは理想的医師像とし
て広く知られるようになりました。その普
及に一役かったのが写真のような肖像
であり、東洋医学（漢方医学）にお
ける「神農」の図と同様に、西洋医学

の象徴として飾られることもあったよう
です。 
上写真は、江戸時代に萩藩一門

の吉敷毛利家の医者を務め、明治
以後も代々医者であった小田家に伝
来したヒポクラテスの肖像写真です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同家文書には「解体新書」（裏面

参照）や、緒方洪庵が訳出したフー
フェラントの「扶氏経験遺訓」（写真）
など、西洋医学の書物が数多く残さ
れています（解説シート 23 参照）。 
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「医戒」 

ドイツの医学者フーフェランドの著
書の一部を杉田玄白の孫にあたる
杉田成卿（1817～59）が訳出し
たもので、その冒頭には、「病メル者ヲ
見テコレヲ救ハムト欲スル情意是即
医術ノ由テ起ル所ナリ」とあります。医
者たちは、医療を担う努力や研鑽を
怠りませんでした。 

（小野家文書 1072） 
 

西洋医学の導入 
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